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本
書
は
、
『近
代
日
本
の
地
域
交
通
体
系
』
（大
明
堂
、　
一
九
九
九

年
）、
『地
域
交
通
体
系
と
局
地
鉄
道
―
―
そ
の
史
的
展
開
―
―
』

（日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
鉄
道
史
、
地
域
交
通
史
の

分
野
で
大
き
な
研
究
業
績
を
あ
げ
ら
れ
た
三
木
理
史
氏
が
、
近
年
発

表
さ
れ
た
明
治
期
か
ら
第
二
次
大
戦
前
ま
で
の
近
畿
地
方
、
特
に
大

阪
の
都
市
交
通
史
に
関
す
る
研
究
を
踏
ま
え
て
書
き
下
ろ
し
た
も
の

で
、
「近
代
日
本
交
通
史

（全

一
五
巻
ご

（老
川
慶
喜

。
小
風
秀
雅
監

修
）
の
第
九
巻

（第

一
回
配
本
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

大
阪
は
か
つ
て

「水
の
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
大
阪

か
ら

「水
の
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
思

い
描
く
こ
と
は
難
し

い
。
実

際
、
評
者
が
初
め
て
大
阪
を
訪
れ
た
と
き
、
大
都
市
大
阪
か
ら
受
け

田

原

啓

祐

た
イ
メ
ー
ジ
は
、
網
の
目
の
よ
う
に
発
達
し
た
鉄
道
、
常
に
混
雑
し

た
複
雑
な
道
路
網
、
陸
上
を
ゆ
く
人
と
車
両
の
大
き
な
流
れ
で
あ

っ

た
。
現
在
の
大
阪
は
、
「陸
の
都
」
と
化
し
て
い
る
。

「水
の
都
」
大
阪
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に

「陸
の
都
」

へ
と
変

貌
を
遂
げ
た
の
か
。
本
書
は
、
「水
の
都
」
と
い
う
用
語
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
、
江
戸
時
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
大
阪
の
歴
史
的
発

展
と
都
市
交
通
の
関
係
を
概
観
し
な
が
ら
、
日
本
の
都
市
交
通
の
現

状
を
考
え
直
す
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

２つ
。本

書
の
構
成
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

序
　
章
　
見
果
て
ぬ
夢

三
木
理
史
著

『水
の
都
と
都
市
交
通
―
‐
大
阪
の
２０
世
年
―
己



第

一
章
　
２．
世
紀
の

「陸
の
都
」

第
二
章
　
天
下
の
台
所
は
水
の
都

第
二
章
　
水
の
都
の
文
明
開
化

第
四
章
　
水
の
都
の
近
代

第
五
章
　
水
の
都
に
電
車
登
場

第
六
章
　
膨
脹
す
る
水
の
都

第
七
章
　
「陸
化
」
す
る
水
の
都

第
八
章
　
水
の
都
の
交
通
調
整

第
九
章
　
水
の
都
の
記
憶

序
章
で
は
、
か
つ
て
日
本
が
満
州
国
に
当
時
の
内
地
を
凌
ぐ
社
会

資
本
を
整
備
し
た
が
、
そ
れ
は
内
地
で
蓄
積
さ
れ
た
最
高
の
技
術
を

満
州
で
試
す
と
い
う
思
考
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
奉
天
市
地
下
鉄
計
画
が
あ
り
、
そ
れ
は
第

二
次
大
戦
前
ま
で
の
大
阪
市
の
都
市
交
通
に
関
す
る
理
念
や
技
術
の

集
大
成
で
あ

っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

第

一
章
で
は
、
二

一
世
紀
に
お
け
る
大
阪

の
都
市
交
通
の
現
状

を
、
首
都
圏
や
中
京
圏
と
比
較
し
な
が
ら
概
観
し
て
い
る
。
第
二
章

で
は
、
江
戸
時
代
に

「
天
下
の
台
所
」
と
称
さ
れ
た
大
坂
の
繁
栄
の

姿
と
こ
の
時
代
の
沿
岸
海
運
、
市
中
周
辺
の
川
船
の
発
達
を
描
き
、

当
時
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
全
体
が
水
運
で
完
結
し
て
い
た
こ
と
を
取
り

上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
史
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
阪
地
方
の

自
然
環
境
に
も
言
及
し
な
が
ら
近
世
大
坂
お
よ
び
そ
の
交
通
の
形
成

過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

第
二
章
か
ら
第
八
章
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
第
二
次
大
戦
前
ま
で

の
大
阪
の
都
市
交
通
の
歴
史
を
詳
細
に
描
き
、
か
つ
て
の
水
の
都
が

「陸
の
都
」

へ
と
変
貌
す
る
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
九
章
で
は
、
戦
後
の
大
阪
の
都
市
交
通
の
源
流
が
明
治
期
か
ら

第
二
次
大
戦
前
ま
で
の
都
市
交
通
の
発
展
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
、
第
二
章
か
ら
第
八
章
で
述
べ
た
内
容
を
整
理
し
な
が
ら
、
二
〇

世
紀
後
半
の
大
阪
の
都
市
交
通
を
概
観
し
て
い
る
。

本
書
の
特
徴
は
、
「都
市
交
通
＝
都
市
旅
客
交
通
と
す
る
既
成
概

念
」
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
、
都
市
旅
客
交
通
だ
け
で
な
く
、
都
市

貨
物
輸
送
を
含
め
た
都
市
域
の
交
通
全
般
を
対
象
と
し
た
点
に
あ

る
。
こ
の
視
点
に
基
づ
く
記
述
に
よ
り
、
巨
大
な
人
口
、
広
域
で
複

雑
な
市
域
で
あ
る
大
都
市
大
阪
の
都
市
交
通
の
事
情
を
よ
り
鮮
明
に

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
明
治
初
期

の
大
阪
で
は
、
水
の
都
＝
大
阪
の
伝
統
、
「荷
物
は
船
、
人
は
徒
歩
」

の
原
則
が
根
強
く
残

っ
て
お
り
、
大
阪
駅
が
設
置
さ
れ
た
当
時
も
、

水
運
が
主
、
鉄
道
が
従
の
関
係

に
あ

っ
た

（第
二
章
）。
舟
が
汽
車

を
追
い
出
す
と
い
う
明
治
初
期
の
大
阪
の
事
情
は
、
鉄
道
が
近
代
化
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の
象
徴
と
さ
れ
、
そ
の
登
場
に
よ
り
近
世
以
来
の
陸
上
交
通
や
水
運

は
衰
退
す
る
と
い
う
通
俗
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
も
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
著
者
は
、
現
代
日
本
の
都
市
が
抱
え
る
交
通
渋
滞
の
間

題
に
ま
で
目
を
向
け
て
い
る
。
近
年
の
都
市
交
通
対
策
が
陸
上
旅
客

輸
送
の
範
疇
で
の
み
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
か
つ
て
の
日
本
で

は
常
識
で
あ

っ
た
都
市
輸
送
の
分
担
関
係
に
再
度
注
目
し
、
都
市
内

の
水
陸
間
で
の
客
貨
分
離
の
意
義
の
再
評
価
を
試
み
て
い
る

（第
九

章
）。さ

ら
に
本
書
は
、
著
者
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
交
通

史
に
関
す
る
概
説
的
内
容
を
含
み
つ
つ
、
全
体
的
に
は
大
阪
に
関
す

る
特
論
に
な
っ
て
い
る
。
随
所
に
東
京

（江
戸
）
や
他
の
大
都
市
の

事
例
を
取
り
上
げ
大
阪
と
の
比
較
検
討
を
試
み
た
こ
と
に
よ
り
大
阪

の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
多
数
の
資
料
を
用
い
る

こ
と
で
読
み
応
え
の
あ
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
私
事
で
は
あ
る

が
、
大
阪
市
内
に
住
み
、
通
勤
の
た
め
都
市
近
郊
鉄
道
を
利
用
す
る

評
者
に
と
っ
て
、
本
書
の
内
容
は
大
変
興
味
深
く
勉
強
に
な

っ
た
。

例
え
ば
、
評
者
は
通
勤
の
た
め
キ
タ
と
ミ
ナ
ミ
の
私
鉄
と
市
営
地
下

鉄
の
二
つ
の
路
線
を
利
用
し
て
い
る
が
、
ミ
ナ
ミ
の
私
鉄
と
市
営
地

下
鉄
の
接
続
、
市
営
地
下
鉄
と
キ
タ
の
私
鉄
の
相
互
乗
入
に
よ
り
、

鉄
道
の
乗
り
換
え
と
そ
の
た
め
の
移
動
に
そ
れ
ほ
ど
不
便
を
感
じ
な

い
。
し
か
し
、
か
つ
て
大
阪
市
が
市
内
に
敷
設
す
る
電
気
軌
道
は
原

則
と
し
て
市
が
直
接
経
営
す
る

「市
営
主
義
」
の
方
針
を
堅
持
し
て

い
た
こ
と
で
、
郊
外
鉄
道
は
、
長
い
間
見
え
な
い

「城
壁
」
が
あ
る

か
の
よ
う
に
都
心
部

へ
の
乗
り
入
れ
が
阻
ま
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
る

こ
と
を
知
る
と
、
何
気
な
い
毎
日
の
電
車
通
勤
の
接
続
も
有
り
難

い

こ
と
の
よ
う
に
思
え
て
く
る
。
交
通
史
、
大
阪
の
歴
史
に
興
味

の
あ

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
方
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（１
）

『近
代
日
本
交
通
史
』
は
、
第

一
回
配
本
の
本
書
が
刊
行
さ
れ

た
後
、
出
版
中
止
と
な
っ
た
が
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
一
部
は
、
そ

の
後
日
本
経
済
評
論
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る

（老
川
慶
喜

・
小

風
秀
雅
監
修

『近
代
日
本
の
社
会
と
交
通

〈全

一
五
巻
ど
）
。

三
木
理
史
著

『水
の
都
と
都
市
交
通
―
―
大
阪
の
２０
世
紀
―
―
』
（成

山
堂
書
店
、
二
〇
〇
三
年
刊
、
Ａ
５
版
、
二

一
二
頁
、
本
体
二
四
〇
〇

円
）

（た
は
ら
　
け
い
す
け
・
龍
谷
大
学
経
済
学
部
非
常
勤
講
師
）
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